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序

松本市島立公民館、出張所は施設の老朽化が進み、建 て替 えの必要が生 じていま し

た。このため松本市 としては昭和63年 度 に場所 を移 して新築す ることに し、その前段に

行 った建設用地の発掘調査 の結果 をまとめたのが本書であ ります。

松本市島立地区は松本平 の穀倉の一つ ですが、また、市内で も有数の古代の遺 跡が多

い ところで もあ ります。過去数年間に亘 るほ場整備 に伴 う発掘調査や長野 自動車道建/

設の事前の発掘調査 で示 された、 当地区の古墳時代か ら中近世 に及ぶ遺跡の姿の卓越

す る内容 は衆人の注 目す るところであ りました。今 回発掘調査 した三 の宮遺跡 も過去

に当市教育委員会 で2回 の発掘調査 を行 って多数の遺構、遺物 の発見が報 じられてお

り、大規模 で内容 の濃い遺跡であることが判明 していました。

今 回の調査 では、狭 い面積のなかか ら古代 ・中世の遺構や遺物が多数発見されたこと

は本書に記す とお りですが、その他 に も近世 ・近現代 の ものの出土 も多 く、この地が古

代か ら現代 に至 るまで地域 の中心地であったこ とを物語 りました。 まさに新築 され る

施設にふ さわ しい場所であることが、発掘調査 で も証 明されたのです。今後、島立地区

では これ までの幾多の発掘調査 の成果 に基 き、地域の歴史 を復元 してい く試 みが行わ

れ るようにな りましょう。 その ときに今 回の調査結果が僅か でも役 に立つ こ とが ある

ならば関係者___.同、無上の喜びであ ります。

最後に、今 回の調査 を実施するにあたって御協力 くださった皆様方に心か らなる御

礼 を申 し上 げ る次第です。

平成元年3月

松本市教育委貝会教育 長 中 島 俊 彦



例 言

1.本 書は、昭和63年4月16日 より6月15日 にかけて行なわれた、松本市島立 に所在す
さん みや

る、三の宮遺跡の緊急発掘 に関す る報告書である。

2.本 書の執筆 は下記の通 り各々が行 ない、以下高桑俊雄 がまとめ た。

第1章 事務局

第2章 第1節 太 田守夫

第2節3)、4)、 松沢利幸

第3節1)、 竹原 学2)、4)、 神沢昌二郎

3.本 書の編集 は土橋久子が行 なった。

4.本 書作 成に関す る作業 の分担 は次の通 りである。

原図作成:丸 山恵子 百瀬二三子 松沢利幸

遺構図整理 ・トレース:石 合英子 神沢 ひ とみ

遺物復 元:上 條 尚美 滝沢智恵子

遺物実 測 ・トレー ス:松 尾明恵 土橋久子(土 器)神 沢 昌二郎(鉄 器)

高桑俊雄(石 器、土製 品)

一覧表作成:川 窪命子

写真撮影:宮 嶋洋一

5.出 土遺物及 び図類 は松本市考古博物館 が保 管 している。

、
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第1章 調 査 経 過

第1節 調査 に至 る経過

今回の発掘調査は、松本市島立公民館、出張所、及び島立児童センタ.___設 工事に先立つ もので

あるが、調査 に至 る経過は以下の様である。

島立公民館 ・出張所は施設の老朽化が進み建て替えが必要になっていた。そζで昭和56年 度に計

画された松本市内22館 構想に基づ き、昭和62年 度に建設計画が作成 された。 しかしなが ら建設予定

地の一帯は周知の埋蔵文化財包蔵地 とされている三の宮遺跡の範囲内にあ り、昭和61・62年 度に行

われたほ場整備や グラン ド造成に伴 う三の宮遺跡の他の地点の発掘調査では多数の古:墳時代から中

世に亘 る多数 の遺構 ・遺物が発見されている状況から今回の建設予定地でも同様の事態が予測され、

建設工事にあたって何 らかの保護措置が必要 となった。このため昭和62年10月 に関係各課間で当該

文化財保護のための事前協議 を実施 した結果、工事着手前に発掘調査を実施 して記録保存 を図るこ

と、調査予定時期は昭和63年4月 か ら6月 までとすることが決められた。発掘調査は松本市教育委

員会が直営事業 として実施す ることとし、昭和63年5月10日 に三の宮遺跡埋蔵文化財発掘調査の通

知を提出した。

第2節 調 査 体 制

調 査 団 長:中 島俊彦(教 育長)調 査担 当者:神 沢昌二郎(市 立考古博物館長)

現場担当者:高 桑俊雄 松沢利幸(社 会教育課埋文担当)

調 査 員:太 田守夫 土橋久子

協 力 者:浅 野房子 浅野八重子 石合英子 五十嵐周子 五十嵐千恵 伊円早苗 今村嘉子

岩野公子 内沢紀代子 小野勝近 小野いつ美 開嶋八重子 川窪命子 金井ひろみ

上條成子 上條尚美 神沢ひとみ 小松正子 滝沢直美 武井緑 田多井うめ子

田多井亘 塚田文子 萩野幸枝 原沢一二三 藤森寿々子 町田庄司 松尾明恵

松本かつ代 松森幸子 丸山恵子 百瀬二三子 百瀬義友 矢島利保 若井孝夫

事 務 局:浅 輪幸市(社 会教育課長)田 口勝(文 化係長)熊 谷康治(主 査)

直井雅尚(主 事)山 岸清治(事 務員)三 沢利子
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第3節 作業 日誌

昭 和63年4月15日 ㈹ 晴 第1検 出面 の 南 側 を重 機iに よ る表 土 剥 ぎ。 市 教 委:高 桑(以 下 同)

4月16日 仕)晴 東 側 イ チ イ の木 の 抜 根 、 遊 具 除 去 。

4月18日(月)曇 プ レハ ブ 設 置 、 テ ン ト設 営 。

4月22日..曇2地 区 重 機 に よ る検 出終 了 す る。1地 区 重 機 に よ る検 出 開 始 。

作 業 貝:百 瀬 義 友他1名(以 下 作 業 員 員 数 の み 記 載)

4月25日(月)曇1地 区 、 重 機iに よ る検 出終 了 す る。 作 業 員:1名

4月26日 ㈹ 晴1地 区 、 検 出作 業 。 作 業 員:10名

4月27日 ㈱ 曇1,2地 区 、 検 出 作 業 、 散 水 作 業 。 作 業 員:14名

4月28日(金)晴 引 続 き検 出作 業 、 ほ ぼ 終 了 す る。 作 業 員:14名

5月6日..晴1地 区竪=穴状 遺 構1(以 下 竪1と す る)土 墳 よ り遺:構掘 り下 げ 開 始 。 作 業

員:15名

5月7日 出 曇 後 雨1地 区 、 トラ ン シ ッ トに よ る測 量 、 全 体 図 作 成 。 午 後 雨 の た め 作 業 中 止 。

作 業 員:2名

5月9日(月)晴 トラ ン シ ッ トで測 量 継 続 。 竪1、 土 墳 土 層 図 作 成 。 ピ ッ ト、 墓 趾 、 建 物 趾

1(以 下 建 ○ とす る)掘 り下 げ 、 土 層 図作 成 。 作 業 員:17名

5月10日(火)曇 後 雨 後 曇2地 区 トラ ン シ ッ トに よ る測 量 。1地 区 平 面 図作 成 開 始 。

土 彊 、 竪=1、 墓 趾 写 真 撮 影 。 作 業 員 二10名

5月11日 ㈱ 曇 平 面 図継 続 。2地 区 土 墳 掘 り下 げ 、 土 層 図作 成 。 作 業 員:11名

5月12日 ㈱ 雨 雨 の た め 作 業 中止 。

5月16日(月)晴1地 区平 面 図 継 続 。 作 業 員:7名

5月17日 ㈹ 晴1地 区土 墳 掘 り下 げ、 写 真 撮 影 。1,2地 区平 面 図 継 続 。

1地 区 の全 景 写 真 撮 影 。 重 機 に よ り1地 区 よ り掘 り下 げ開 始(10～20cm下 げ

る)。 作 業 員:5名

5月18日 ㈱ 晴1地 区 第2検 出 面 、 検 出作 業 開 始 。2地 区 午 前 中重 機iに よ り掘 り下 げ る。 午

後 検 出作 業 。1,2地 区 トラ ン シ ッ トに よ る測 量 。1地 区1号 住 居 趾(以 下

○住 とす る)よ り遺 構掘 り下 げ 開 始 。作 業 員:15名

5月19日 ㈱ 晴1地 区 遺;構掘 り下 げ 継 続 。1,2住 土 層 図作 成 、 写 真 撮 影 。 南 側 を掘 り下 げ

る。2地 区4住 よ り遺 構 掘 り下 げ。 作 業 員:13名

5月20日,.晴3,4住 、 土 層 図 作 成 。1地 区 よ り平 面 図作 成 開 始 。 作 業 員:13名

5月24日 ㈹ 晴1,2住 カ マ ド精 査 、 写 真 撮 影 。3,4住 、 土 層 図 作 成 、 写真i撮影 。4住 、
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床面精査。1地 区全景写真。2地 区平面図作成開始。 作業員:8名

5月25日 ㈹ 曇時々小雨4住 ピッ ト掘 り下げ、写真撮影。土f半 割、土層図作成。1,2地 区

測量。1住 床面精査、ピット掘 り下げ、写真撮影。4住 カマ ド精査、写真撮

影。島立小学校の3,4,6年 生が見学。 作業員:9名

5月26日 ㈱ 晴2住 カマ ド土層図作成。1,2地 区測量継続。第3検 出面重機によ り2地区掘

り下げる(30cm)。 作業員:1名

5月27日 ㈹ 晴1地 区重機により掘 り下げ る(30cm)。2地 区引き続き重機iにより掘 り下げ、

さらに30cm掘 り下げる。

5月31日 ㈹ 晴1,2地 区検出作業。1地 区、5～7住 より遺;構掘 り下げ開始、同地区 トラ

ンシットによる測量。2地 区は遺構見当たらず。写真撮影。 作業員:15名

6月1日 ㈱ 曇5～7住 掘 り下げ継続。建2掘 り下げ、土層図作成。作業員:16名

6月6日(月)晴5～7住 掘 り下げ継続。焼土趾 トレンチ2本掘 り下げ、溝趾1ト レンチ掘 り下

げ。6住 土層図作成、写真撮影。ピット半割、土層図作成。作業員:13名

6月7日 ㈹ 晴5,7住 土層図作成、写真撮影、トレンチ掘 り下げ作業継続。測量開始。 作

業員:11名

6月8日 ㈱ 晴6住 床面精査、ピッ ト掘 り下げ、カマ ド精査、それぞれ土層図作成。溝趾、

焼土趾の土層図作成、写真撮影。

1,2地 区平面図作成。現場作業ほぼ終了。 作業員:5名

6月9日 ㈲ 曇 第4検 出面、重機 による掘 り下げ(30～40cm)。

6月10日..晴1地 区東の古墳時代前期遺物出土地の周囲、上部 を削平、トレンチ掘 り下げ。 、

作業員:4名

6月13日(月)晴 トレンチ部の土層図作成。上部削平、検 出作業。作業員:4名

6月14日 ㈹ 晴 古:墳時代前期遺物出土地の削平作業継続、写真撮影、測量開始。 作業員:

5名

6月15日 ㈹ 晴1地 区東側検出、本 日にて現場作業終了。テン ト撤去、道具整理、運搬(和

田へ)、遺物運搬(中 山へ)。 作業員:5名

6月16日 ㈱ 曇 本 日より図面等整理、報告書作成に向けて、次の作業 を順次行 っている。遺

物洗浄、注記、復元、整理、拓影、実測、 トレース、図版整理、原稿執筆、

校正等。
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○ 今回調査地

57.58.63.65は 松 本 市 文 化 財 調 査 報 告 書 ナ ンバ.__._

A.平 成 元 年 度 報 告 予 定'

B.平 成2年 度 報 告 予 定

C.未 報 告

第1図 調 査 地 の 位 置 と周 辺 の 調 査

1

-4



第2章 遺 跡 の 環 境

第1節 地形 と地質

1.調 査地の位置 と地形

本調査地は松本市立島立小学校の校地内の北部に位置 し、東側は沙田神社の社域に隣接 し付近に

は、一昨年か ら本年にかけて調査 した4ヶ所の地区がある。(図1参 照)い ずれ も梓川扇状地の沖積扇

状地性堆積の最末端に当たり、堆積層が類似す る。調査地は明治19年 まで水田であ り、その後、学

校敷地 とな り校舎等を建設 したが明治31年 に校舎は南に移設され(註)、最近 まで校庭 として使用さ

れていた。この為付近の調査地は、表土の状態が違い耕土(水 田)の 上に盛 り土が見 られ る。東方

の奈良井川によって切 られた段丘崖までの距離は200m、 校地の中央を東流す る流れ(せ ぎ)は 境沢

で南約15mで ある。

2.堆 積層 と礫

挿図1は 、調査地の堆積層の地層断面である。堆積の不連続面は既報の北栗遺跡III(63年)同 様

に扇状地の最末端に当たるので、分帯は砂礫層 よりも三層の黒褐色土層に依 った方が適当 と思われ

(1)・(2)・(3)とした。最上部20cmは 前述の校庭校舎の盛 り土である。水田耕土を含む上部層(3)は、い

ずれ も90cm前 後に達する厚い砂質の土層である。下部層(2)は1地 区北西隅 を除き厚い黒褐色土の土

層で、下部 に黄褐色～黄土色のローム質がある。2地 区の中央には、ローム質土に貫入 したN70.E

東北東流する無層理の礫層があ り注 目される。(後 述)最 下層(1)は20～25cmの 黒褐色土の下、1地 区

では黄褐色砂質ローム質土、中 ・大礫混 じりの土層に、2地 区は灰色砂質土、細礫を混 じえた砂質

土に移行する。この下部は、周囲の調査地の状況か ら礫層であると思われる。

堆積層に含まれる礫は、硬砂岩 ・砂岩 ・粘板岩 ・チャー ト・けい岩 ・花こう岩の円礫でいずれ も

梓川系統の岩石である。礫径は10cm大 を最高に中 ・細礫がほ とんどである。1地 区の礫層は北西隅

で表面(盛 り土 を除いた面以下同じ)か ら90～140cmの 第2黒 褐色土層が中心であり、上部は中礫、

中 ・下部は中 ・細礫である。(1一(1))第3検 出面の中央及び西寄 りに幅60～120cm・ 方向N40.E、

幅30～80cm・ 方向N-Sの 二条の細礫の流れの堆積がみられ、第3黒 褐色土層下の黄褐色土層内で

ある。2地 区の礫層は、規模が大 きく調査地北断面に表面から20～30cmに みられ、下層の黄褐色土

層に対 して不整合に入っている。断面(1一(3))で みると東西総幅7.4mを 越 え、下層の黄褐色土を

波状に浸食している。西端は黄褐色土層で終 り、東端はわずかの砂 ・細礫が散在する薄層となり北

東隅地層中(1一(4))に 吸収されている。礫径は7×3cmが 最大で、多くは細礫である。堆積(流 れ)
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挿図1地 層断面図

の方向は、NE-SWと 考 えられ土混 じりの礫層である。中央には、表面か ら深 さ150cm、幅2.5～3.2

m、 厚さ最大30cm、 堆積(流 れ)の 方向N70.Eに 礫層の堆積がみられる。黒褐色土層(2)下の黄褐色

ローム質土 を浸食 した無層理の礫層である。ローム質土に砂礫の混入はなく、波状の浸食はなめ ら

かな凸凹を示 している。(1一(3)・ 溝趾1参 照)河 床の礫は、砂岩 ・硬砂岩 ・粘板岩 ・チャー ト・花

こう岩 ・けい岩で礫径は砂岩 ・硬砂岩の10cm前 後のものが多く見 られる。一部に鉄分 による汚染が

あるが、土の汚れはな くよく洗われているのが注 目される。河床礫はこの面の上部にも3mの 幅で堆

積 し、東断面(1一(5))で みると最上面で5mに 開いている。この厚い河床礫層の幅は、下底4rn、

上面約9m、 厚 さ75cmで この浸食は黒褐色土(2)と上下の黄褐色～褐色土層におよんでいる。河床の堆

積は下部ほ ど礫が多 く、上部は北側は礫、南側は礫 と砂の互層が見 られる。地形の形成か ら黒褐色

土層(2)と褐色～黄褐色土層の堆積後、黒褐色土層(3)の堆積前の間 と考えられる。

3.遺 跡の立地 と地形の形成

堆積層 と礫(礫 層)の 順序および関係 をみると、3回 の黒褐色土層 と3回 の礫層の堆積があった

ことが分か る。2地 区でみた中央の河床礫層は、黒褐色土層(2)とその上下の黄褐色土層へ及んでい

て、長期の流れと考えられる。また中世 ・平安期の遺物遺構の出土層が、黒褐色土層(3)の堆積以後

であ り黒褐色土層(3)が浸食を受けていないこと、奈良期 の遺構遺物の出土が(2)の黄褐色～褐色ロー

ム質土層 と推定 される。奈良～平安初期頃までに、河床が形成された可能性が考 えられ る。 また川

床礫の流れが沙田神社境内に向かっていることか ら、神社下及び社域成立の時代決定が示唆されそ

うである。

註 『しまだち』 松本市島立公民館
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第2節 周辺遺跡

島立地区及び近隣の和 田、新村、そして奈良井川、鎖川の河岸段丘上 と周辺の遺跡、さらに近年

の発掘例 をひろいなが ら時期別に概観 してみよう。

まず縄文時代では中期の遺構が奈良井川の段丘上、牛の川、神戸、 くまのかわ遺跡 にみられ、島

立地区でも南栗、北栗遺跡発掘(松 本市文化財調査報告No.35)の 際に、又、現在行 なっている南

栗地籍の下水管埋設工事の時に同様遺物 を得ている。それ らは地表下50cm(久 保川添い)～350cmく

らいと地点により埋没状況がかな り差のあることが知れる。

弥生時代になると山形村境に境窪遺跡、奈良井川東岸の宮渕本村遺跡などが知 られているが、い

ずれもここか らはかな り遠い。島立では堀川添いに中期の住居肚の存在が明らかになったが集落 と

してはまだ判然 としていない。

古墳時代では新村で安塚、秋葉原の終末古墳があるが、三の宮遺跡の調査でも弥生時代終末～古

墳時代初頭の住居趾 を11基検出、調査することができた。島立では今 まで空 白だった時期 であり新

たな資料 として注 目に値する。

奈良時代か ら平安時代 にかけては奈良井川添いで下神、町神、下二子、中二子、 くまのかわ、神

戸や島内遺跡群 などを上げることができるが、島立では古墳時代後期か ら時期的に一部 を欠 きなが

らも中世まで存続す る遺跡が目につ き、未報告ではあるが島立小学校南東部に古墳時代 中期か らの

住居趾が、又高綱中学校遺跡でも古墳時代の住居趾 を調査 している。

又昨年まで2度 に亘 り実施 した三間沢川左岸遺跡では、平安時代前期末頃を中心 とした270基 の住

居趾 と溝等 を調査 し、これ らからの遺物 として銅印、銅鏡、入稜鏡、帯金具 と多量の緑粕陶器など

を得てお り、地方荘園の様相を見せ(註)今 後予定 される調査 を一層興味あるもの とした。

昨年の島立地区での調査 は2遺 跡、4箇 所であった。北栗遺跡は遺跡 としてとらえている東端(奈

良井川段丘上)と 北栗集落の北部である。前者から奈良～平安時代の住居趾40基 を検 出、後者から

は奈良時代～中世までの住居趾21基 、建物趾14棟 、他 に中世の大きな方形区画の溝があった。又三

の宮遺跡ではこのグラン ド部分 と、沙田神社の社殿北側の地区である。こちらか らは明治時代の神

仏分離令 による廃仏殿釈でなくなった神社の別当寺、普明院神宮寺の礎石 とこれらに関わる江戸時

代の井戸趾を調査 し得た。これ らは近々に報告 を予定 している。なお北栗の奈良井川段丘 と、三の

宮の2箇 所の調査地では地表下3.Om位 まで深掘 りし、縄文、弥生の生活面 を探 したが、両者 とも遺

物を得てはいない。土質 も砂層、ないし礫層 となっ.てお り、沖積平野扇端部の水流 と堆積による影

響であろ うと考 える。

註 松本市教育委員会 『三間沢川左岸遺跡(1)』1988
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第2図 周辺遺跡
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第3章 調 査.結 果

第1節 調査の概要

今 回は建築予定部分に限定 した狭い範囲の調査である。2つ の地区はほぼ接 してお り、両者を徐々

に掘 り下げて行 なった。4回 つつ検出面 を設定 した訳であるが一見 して遺構、遺物の見られないと

ころは写真のみ(2地 区3検)、 あるいは人力による検 出作業は行なわず(1地 区4検 の東側を除 く

部分)、 結果調査面積は3976m2と なった。

検出した遺構は、奈良～平安時代後期の住居趾7、 中世の竪穴状遺構1、 奈良時代～中世の建物

趾各1、 奈良～現代 までの土X24、 中世墓趾1、 ピッ ト22基、中世の水路、 自然流路各1等 である。

遺物は多種 多様で、古 くは古墳前期の台付甕や壺、古墳末～平安後期の土師器、須恵器の甕や杯

の破片から、中近世の陶器、瓦、古銭、更に近現代の陶磁器、鉄鍋、ガラス、雨樋等々に及ぶ。 こ

の地が明治時代に畑地か ら学校用地 とな り、校舎が建 ち、その建物が移動 してグラン ドに整備 され、

その間各種の施設が新設、改設されて現在に至っていることをそのまま物語 るものである。

第3図 調査範囲
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第4図 遺 構 配 置(1)・ 土 層 概 略
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第5図 遺 構 配 置(2)・ 土 層 概 略
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第2節 遺 構

1)住 居趾

第1号 住居趾

1地 区第2検 出面西部に位置す る。第1検 出面で土墳1を 調査 中にその存在が分かったものであ

る。周囲の検出面は鉄分が沈澱 し、茶褐色土粒が多く入るやや灰色っぽい褐色土でプランは明瞭に

分かる。東部 と南西部、南東部は2号 住居趾、竪穴状遺1そ して土墳1に それぞれ小 さく破壊され

ていた。又、上部にはかな り以前の砂場、さらに水道管が本趾床面を壊 して布設されている。規模

は5.2×4.7m。 よく残 っている北西隅か ら隅丸方形 と考 える。壁は低 く北側で13cmと 、明瞭に検出で

きた。床面は中央部 とその周辺が堅 く良好、又炭化物、焼土塊等 も各所に散在する。カマ ドは西壁

中央部にあったと思われ焼土が残っている。砂場 とした際に大 きな石 を数個ぬいたと考えられる痕

跡がみられ、石組カマ ドであった と推定 される。主軸方向はN-85.一Wを 示す。ピッ トは、大形の

3ヶ があるが、いずれ も浅 く柱穴 としての用述ではない。遺物は、P、周辺にやや多出す る程度であ

った。本趾の時期は、出土した須恵器杯、土師器甕等か ら奈良時代前半 と推定 される。

第2号 住居趾

本趾は1号 住居趾の東側にある。覆土中には上面で土t2・3が あ り、特に土墳2は 深い為、水

道管 と共に本趾床面 を破壊 している。覆土は1号 住居趾 より灰色が強 く、プラン ・切合等は非常に

よく分かった。規模は、4.3×4.8mで 方形を呈 し、主軸方向はN-90.一Eを 示す。壁高は12～18cm

を測 り、床面は鉄分の沈澱が目立ち非常に堅い。南半部は礫層上に土を乗せている。カマ ドは北東

隅に設けられ数個の石 を用いた石芯粘土カマ ドである。現状は天井部に使用 していた平石が床面に

転入 し、焼土 もカマ ド前床面に広がっている。 ピットは南東隅に1ヶ47×31×15cmが ある。柱穴 と

しては少 し外側す ぎる。尚、遺物はカマ ド袖部に完形の土師器」不が正位 で出土 した。土師器杯、灰

粕陶器碗等の出土 より本趾の時期 は平安時代後期に位置付けられる。

第3号 住居趾

当初第1検 出面にて、明瞭にプランが確認できたのは東側のみであった。その為 トレンチを入れ

約30cm下 の床面を確認し、第2検 出面近 くまで下げて調査 した。プラン確認の結果、北側は用地外

に入ってお り、本趾上部に溝3が 南北にあった。周囲は鉄分 を含む褐色土で砂質の土が覆土 として

入っていた。規模 は東西で5.2mで 、壁高は20～21cm、 南側壁及び床面は砂礫層中に造られている。

他は土質で床面は堅 く良好であった。ピットは37×34×13cmが1ヶ あるが深さか らして主柱穴では

ない と考える。遺物は、土師器杯、灰粕陶器碗等が出土 した。それ らより本趾の時期 は平安時代後

期のもの と考えられ る。
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第6図 第1号 住 居 吐
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第7図 第2・3号 住 居 趾
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第8図 第4号 住居趾
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第4号 住居趾

2地 区第2検 出面北西部に位置す る。検出面は褐色であるが、本趾覆土は明灰色で砂質が強 く非

常に掘 りやす く、他の住居趾には全 く見られない。北西部 を土f12に 小 さく壊 され、又水道管が床

面を破壊 しなが ら通 っている。規模 は5.9×5.9m、 プランは方形、N-90.一Eに 主軸 をとる。壁の

上面は明瞭であるが、下部から床面にかけては不明瞭である。床面は砂質土ないし細礫層直上にあ

り、ブロックの入った土 をとらえたが全 く堅さは感 じられない。カマ ドは東壁中央部に位置す る。

大きな平石は袖石 として使用 され,たものが内側に倒れたと考 える。焼土は施設の内部に狭 い範囲で

みられた。ピットは5ヶ あ りこのうちP、～P4は 、直径50～70cm、 深さ15～27cm程 あ り、位置より主

柱穴 とみたい。又北西隅に位置するP,は 約20cmの 深 さで、このピッ トと壁の間よ り本趾出土遺物の

ほとんどが得 られた。本趾の時期はその出土 した土器 より、古墳時代後期末の ものと推定 される。

第5号 住居趾

1地 区第3検 出面中央部に位置す る。北半部は用地外 とな り4割 程度の調査 であった。遺構の上層

部分は、 グラン ド排水用の直径2～30cmの 礫が多量に詰め込んであった。検出面は砂質黄褐色土で、

本趾覆土は褐色の強い砂質暗灰色土である。規模は東西6.5m、 壁高は14～25cm程 を測 る。床面には

住居趾中央部 を除 き、壁際に広 くワラ状の炭化物が残ってお り焼土も各所に点在するが軟弱な状態

である。遺物は南西部分 にやや多 くみ られた。カマ ドの確認はできなかったが、P1(直 径40cm)が

ありこの中と周囲に多量の焼土がみられる事から、同ピッ ト脇にカマ ドが存在 した と推定され る。

遺物は、須恵器蓋 ・杯、土師器圷 ・甕等が出土 してお り本趾は古:墳時代後期末の ものと思われ る。

第9図 第5号 住居趾
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第10図 第6・7号 住 居 趾
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住 居

No.

平 面 形

大 きさ

(南北×東西m)

主軸方位 面積(m・)

残 存

壁高(cm)

カマ ド
ピッ ト

遺物

(数字は土器番号)
備考(切 合) 時期 図

位置 形態

1
隅丸 方 形

5.26x4.72
N-85ｰ一W 24.39 7～13 西壁中央 石組か 3 1～9

2住 ・竪1・土墳1に 切

られる
奈良前半 6

2
方 形

4.32x4.88
N-90ｰ一E 20.07 12～20.5 北東隅 石芯 1 10-r21

1住 を切 り土擾2に 切
られる

平安後期 7

3
隅 丸方 形

(2.85)x5.20
? 14.78 20-21 1 22一一24 北半は用地外 平安後期 7

4
隅丸 方 形

5.94x5.96
N-90ｰ一E 15.89 11～17.5 東壁中央 石芯粘土袖

「
5 25一 一28 古墳後期 8

5
隅丸 方 形

(2.20)x6.50
? 13.57 14.5-25 1 29一 一34 北半は用地外 古:墳後期 9

6
方 形

(4.85)x7.66
N-98ｰ一W 69.35 12～24 西壁中央 粘土袖 4 35-49 7住を切る

東半は用地外 古墳後期 10

7 方形? ? 0
6住に切られる
大半が用地外 ? 10

第6号 住居趾

1地 区東部に位置する。第2検 出面で遺物が出始め、第3検 出面 より約20cm程 高いレベルで、褐

色土に落ち込む砂質の暗茶褐色土を本趾の覆土 として とらえた。東側は用地外 となり、全体の7割

程 を調査 し得 た。規模 は南北7.7m、 東西は もう1m程 広 くなろう。プランは方形で主軸方向はN-

98.一Wで ある。壁は黄褐色で検出面からは20cmの 残存高であるが、東側で土層 をみると45～70cm掘

り込んで5～2qcm程 土 を埋め戻 し床面をつ くった構築作業をうかがう事ができる。その結果、北側で

35cm、 南側で50cmの 壁高をもつ。床の状況は、焼土 とワラ材様の炭化物が住居趾中央部にみ られた。

床面は堅 くない。遺物は今回調査 した住居趾の中では量的に多いが、特別 な出土状況はみられない。

カマ ドは西壁中央にあり、小 さな粘土袖 を付属 させ ている。焼土 もやや多量に残 る。 ピッ トは4ヶ

あるがP、 ・P3は焼土塊を含む。P2は2段 底 となってお り、小形すぎるP4も 含めすべ て柱穴 とはな

り得ない。本趾の時期は、その出土土器 より古:墳時代後期に位置付けられる。

第7号 住居趾

6号 住居趾 を検 出している際、南側に狭い範囲を確認 した住居趾である。東側は土層 を観察す る

と、6号 住居趾に多量に見られる炭化物が本趾に全 く含まれていない。若干北部 を6号 住居趾に破

壊されてお り、相互の床面差は5～10cmで ある。床面は黄褐色土で堅 くはない。遺物 も僅かではあ

るが得ている。尚、焼土 ・ピッ ト等は全 く検出していない。

住居趾一覧表
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第11図 竪 穴 状 遺 構
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2)竪 穴状遺構

1地区第1検 出面西側に位置す る。周囲の検出面は褐色土で灰色土が落ち込んでいた。古い砂場が

本趾北側 を覆ってお り、それ を除去 してプランを確認した。

概形は隅丸方形を呈 し、長軸方向はN-82.一Wを 測る。中には小児頭大以上の大 きさであったと

思われる円礫が鋭 く割れて多量に入っていた。これ らは遺構の中央に低 く、周辺に高い位置、つ ま

りレンズ状 となる自然堆積 中に入れられた状況を示 している。 これ らと共に炭化物が多量にあ り、

礫は熱 を受けたものである。壁は茶褐色を呈 し、ダラダラと落ち込む。床面は地山の礫が露出する

が、平坦で鉄分沈澱 し固 く良好。南東部に突出する中段があ り入 口部が存在 したか。 ピットは中央

北寄 りに直径46× 深さ20cmの1ヶ があ り柱穴 と思われ る。

3)土 墳 ・墓趾

`土墳は1地 区で18基
、2地 区で6基 の総数24基 を検出した。1地 区では全域に点在 しているが2地

区では北寄 り四半部のみにあった。第1検 出面に15基 、第2検 出面6基 、第3検 出面3基 ・を数えた。

概 して平面形は円形が半分程 である。覆土は砂質状の ものが特に多 く土色では灰色が半分以上、褐

色が3割 程 であった。これらの ものを断面形、覆土の状態、周囲の遺構、遺物から用途別に分類 し

てみたい。学校の施設の一部 として土墳6(以 下番号のみ)が ある。 これは径85×81cmの 円形で、

この中に大甕が埋設されていた。ここに校舎があった時に使用 された便所であろう。6に 隣接 して

ピット5と5が ある。P,に は、石灰がまだら状に入ってお り、以前は消毒のために石灰 をまいた事

など考え合わせればこれ らは6と 同じ用途で使われたのであろう。また学校の教練用具 を設置した

と思われる15、16が ある。両者 とも近接 していて覆土も同一である。なお22の 南東にある一群のピ

ッ トは、形状、並び方ピット間の距離が15・16に 類似 してお りこれらと同じ用途 と考えたい。ゴ ミ

穴、廃棄用の穴 として12・13・14・22が ある。規模は1.3～2mと 大形で深さは14～59cmで ある。これ

らにはガラス ・土瓦 ・雨 どいがあった。10は 楕円形、径180×129cmで ある。壁がほぼ直に落ち込み

底面までは1mと 深 く掘 り込 まれていることから墓穴 と考 えたい。遺物 として瓦の小片2点 に寛永

通宝が得 られた。その他 の土tは 用途は不明であった。ただ8と9は 平面形 ・規模が同様で断面形

も酷似 してお り使用 目的を一にしたものである。次に同一検出面上の周囲の遺構や遺物か ら時期 ご

とに分けてみたい。昭和 に属す るもの として15・16、 昭和～明治には5・6・12・13・14・22、 江

戸時代 には10が 属す る。その他のものは、調査 した住居趾の範囲内の時期 を与えられよう。

墓趾は、1地 区第1検 出面の中世の火葬墓1基 のみである。大部分が重機で削られてしまったた

め5cm程 しか覆土が残存しなかった。プランは楕円形で西壁に小突出が設けられていた。長軸方向

はN-16.一Eを 示す。焼土は輪部に沿 って周壁に見 られ特 に西壁は顕著であった。骨は南の一部分

を除きほぼ全域に多出した。遺物は骨が多出した範囲に古銭が4点 中3点 底面から、1点 は下層か

ら得 られた。
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第12図 土墳(1)
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第13図 土 墳(2)
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第14図 土墳 ・(3)・ 墓 趾
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土墳 ・墓趾一覧表

番号 地区 検出面
規模(cm)

長軸方向 遺 物 備 考
長径 ×短径 ×深さ

1 1 1 300x282x48 N-6ｰ一E 土師 ・須恵 ・釘 東壁一部中段の張 り出し

2 1 1 235x220x61 N-18ｰ一E 土師 ・須恵 墳3を 切 る、拳～小児頭大の石、内部全面鉄分沈澱

3 1 1 187x170x21 N-18ｰ一E 土師 墳2に 切 られる

5 1 1 88x78x36 N-56ｰ一E 土師 ・須恵 二段底、6と 使用 目的同 じ

6 1 1 85x81x27 陶器 ・瓦 ・ガラス 11

7 1 1 71x70x15

8 1 1 96x92x16 墳9の 隣、規模9と 同様

9 1 1 103x100x17

10 1 1 180x129x102 N-72ｰ一W 土師 ・須恵 ・瓦 ・古銭 覆土は周囲の土色が混合 した もの

11 1 1 305x290x29 N-82ｰ一W 土師 ・須恵 ・ガ ラス ・大鉄片 ・釘 ・硯 覆土中層に焼土

12 2 1 215x194x59 N-90ｰ一W 別記 床面にまばらに厚さ6cmの 焼土

13 2 1 163x153x28 N-7.二W 〃

14 2 1 133x105x14 N-78ｰ一W 土師 ・瓦

15 2 1 150x42x16 N-78ｰ一W 妬器 柱痕跡2個 、16と 共に使用

16 2 1 179x100x40 N-79ｰ一W 土師 11

17 1 2 93x81x16 N-8ｰ一E

18 1 2 118x109x34 N-17ｰ一E 土師

19 1 2 125x100x37 N-78ｰ一W 土師 X20を 切る

20 1 2 69x60x14 墳19に 切られる

21 1 2 82x56x32 N-28ｰ一E 土師

22 2 2 139x111x47 N-16ｰ一E 瓦 円礫中層に多量

23 1 3 64x64x19 土師

24 1 3 107x102x23 土師 ・須恵

25 1 3 95x90x13

墓趾1 1 1 103x97x5 N-16ｰ一E 古銭

記.土X12の 遺物は土師 ・陶器 ・瓦 ・ガラス ・とい ・鉄塊 ・古銭 ・貝 ・炭であ り、
土X13の 遺物は土師 ・須恵 ・陶器 ・瓦 ・ガラス ・釘 ・土管 ・雨どい受けである。

建物趾一覧表

No.

平面形

柱配り
主軸方向 規模(m) 柱間寸法(m)

柱穴規模(cm)

柱穴平面形

柱穴規模(cm)

柱穴平面形
No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

1 長方形
側柱式

N-18ｰ一E 1間 ×1間

2.4x2.1

桁2.4

梁2.1

1 25 24 28 円形 3 21 19 23 円形

2 20 19 30 円形 4 22 19 21 円形

2 長方形

側柱式

N-16ｰ一E 4間 ×2間?

6.2x2.8?

桁1.4～1.8

梁1.1～1.6

6 133 97 23 楕円形 11 90 77 15 不整円形

7 135 117 16 不整円形 12 XO8 75 6.9 不整円形

8 84 81 20.3 円形 13 86 82 17 円形

9 78 69 18 円形 14 91 75 16 楕円形

10 105 97 21 不整円形 15 72? 19
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4)建 物趾

建物趾は、1地 区の第1検 出面 と第3検 出面にそれぞれ1棟 ずつ検出した。構造はどちらも側柱

式であった。1は 発掘区中央やや東寄 りに位置す る。主軸方向はN-18.一Eを 示す。規模は1間 ×

1間 で、平面形は桁行が梁行よ り30cm長 い長方形である。 ピットは円形で規模 は20～25cmと 小形で

ある。覆土は灰色で柱痕は検出できなかった。なお、遺物はどのピットからも得 られなかったため、

おお よその時期 しかわからないが、同一検出面にある竪穴状遺構 よりみて中世以降に属すると考 え

られる。

2は 発掘 区東方部にあ り一部のピッ トは区域外である。主軸方向はN-16.一Eを 示す。規模は4

間 ×2間 であるが、東西の梁行は東に続 く可能性があると思われる。 ピットは、円形 ・楕円形 もし

くは不整形を呈する。規模は直径80～140cmを 測 りピットごとにばらつ きがあるものの1に 比べてか

なり大形である。覆土は砂質褐色土でP6の み茶褐色土粒を含む褐色土 となる。遺物は数個の ピッ

トより土師器の破片が得 られた。時期 はこの遺物 と検出面の深 さから考えて、奈良時代頃に属す る

と理解 したい。

第.15図 建物趾1
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第16図 建 物 趾2
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5)溝 趾

溝は2条 を検出した。このうち溝1は2地 区にあり、西から東へ と大量の礫 を伴っている。第1

検出面か ら第4検 出面まですべてに現われ、検出面を下げる毎に下底近 くせばめ られる。溝際には

多量の遺物 も含んでお り、これらの遺物は2地 区遺物集中出土地点として扱っている。遺物は狭 い

範囲にまとまるが特定のプランは見当たらず、ただ周囲の砂地を緩やかに浸食しただけの様相であ

り、自然流下した溝1が 付近で古墳時代後期の遺構 を破壊 して運んできた遺物 を流れのおだやかな

所へ残 していったもの と考える。なおこの溝の細部に関 しては地形 と地質の項 目にゆず りたい。

溝3は3住 覆土中に検 出した水路趾である。(7図 参照)北 か ら東へ流れ、巾75cm、 長 さ13m程 を

知 り得た。溝下底は僅かに砂質で途中から東西の溝 と合流、あるいは分流している。(図4)覆 土

は灰色で中世に含 まれよう。

溝2は2地 区4検 、南東隅に現われた黒褐色ベル ト(図5)で ある。東西、南北部分 で土層を観

察 したが、 ここは南東部へ向かって傾斜 している所へ黄褐色土が堆積 し、両者が重なった部分で横

方向へ切った(検 出した)為 、その断面が露出しているものと判断(図18、2地 区 トレンチ)、微地

形の変化で溝ではない。

6)焼 土趾

2地 区第4検 出面上に見た被熱部分をいう。この焼土はブロック状の集合 しているものではな く、

カマ ド下部に見 られる状態 と同じである。焼土は約2m離 れて2ヶ 所 あり円形で直径60な い し80cm

に見られる。周囲は黒褐色土が広が り、南東は コーナー となって方形のようである。この土は緻密

でしまりよ く、住居趾の覆土 とは明らかに異なる。下層は暗黄褐色から黄褐色 とな り判然 と分層で

きず、更に注意 しても床面 と認め る箇所 も全 く見当たらない。なお焼土中か ら小片乍ら50片程の遺

物 を得た。恐らく黒色土層中に住居趾が設けられ、その下部が痕跡 として残ったものと考える。な

お北側の1は この黒褐色土より後の ものであ り、存在 したであろう遺構より新 しいもの と思われ

る。又1地 区第4検 出面にも緻密な黒色土が広が り、遺物がその中から得られている。これについて

はまとめで少 し触れたい。

第17図 溝趾1・ 焼土趾 トレンチ
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第18図1・2地 区 トレ ンチ
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第3節 遺 物

1)土 器(第19～23図)

今回の調査で出土 した土器の量はコンテナ6箱 程である。その多くは小破片であるが、遺構出土

遺物 を中心に極力図化に努め、81点 を呈示 し得 た。これらは時期的には縄文時代～平安時代にわた

るが、ここでは各遺構毎に記述 を進めたい。

第1号 住居趾:(1～9)

土師器甕 ・小形甕、須恵器無台杯 ・有台杯が器種 として挙げられる。土師器甕は口縁部が強 く外

反 し、厚手である。小形甕はハケ目調整の7・8と ロクロ成形、カキ目調整の6と がある。6の 底

部は厚 く、雑にナデを行 う。須恵器無台杯は底部ヘラ切 り痕を残 し、回転ヘラケズリは行 わない。

有台杯は3に 所謂 「ふんば り高台」が見 られる。4の 底面にはヘ ラ記号が見 られる。

第2号 住居趾(10～21)

器種は土師器」不・±宛、須恵器蓋 ・無台杯、灰粕陶器碗がある。土師器圷は大形の19・20と 小形の

11・14・16・17・20の2者 が存在、後者のうちで も16は他に比べ深い形:態である。土師器椀 も小径

で浅 く、体部の立ち上が りが直線的な ものである。杯 ・境はいずれも回転糸切 り痕 を残す。灰粕陶

器碗はやや深い体部で、口縁端部がやや肥厚する。高台は厚 く断面は三角形を呈 し、回転糸切 り痕

を残す。尚、須恵器は混入品 と考えられよう。

第3号 住居趾(22～24)

土師器」不、灰粕陶器碗 を図示 した。土師器杯は小径 で浅 く、口縁端部は短 く外反する。灰粕陶器

碗は2点 共粕が薄 く、光沢がない。やや腰の張 る深い体部、厚 い高台が特徴的で、底面は回転糸切

り痕 を残す。23は 外方に肥厚する口縁端部を有 し、高台接地面には砂粒様、植物繊維様の圧痕が顕

著に残 る。24は 内面見込みが磨滅、光沢をおびる。

第4号 住居趾(25～28)

器種は土師器」不・壺 ・小形甕、須恵器有台杯が存在する。土師器圷は口頸部 ヨコナデ、体部はヘ

ラケズ リを行 うもので、頸部 と体部の境界が稜ないし段 をなす ものである。壺は体部の張 る形態 と

考 えられ、内外ヘ ラミガキを行 う。底面には木葉圧痕が残る。須恵器有台杯は底部回転ヘ ラケズ リ

後、断面四角形の高台を貼付す る。土師器小形甕は内外 ロクロ調整 を行い、他の3点 より時期の下る

ものである。

第5号 住居趾(29～34)

土師器5点 、須恵器2点 を図示 した。土師器の器種は杯 ・甕がある。杯は外面に稜を有する30と

丸い体部 を有す る32が あり、両者共外面下半部 をヘラケズ リ、口縁部 ヨコナデの後ヘラ ミガキを内

外に行 う。32は 内面に黒色処理がなされ る。甕は長胴形で 「く」の字状に外反する口縁部 を有する
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34と、やや小形で体部が張 り、頸部のやや しまる33と があり、いずれ,も体部にハケ目調整がなされ

る。須恵器の・器種は蓋 ・無台圷があり、無台杯はやや深い形態を呈する。

第6号 住居吐(35～49)

本趾は各住居趾中では最:も出土量が多 く、15点 を図示 し得 た。器種は土師器杯 ・高圷 ・甕 ・壺、

須恵器杯 ・蓋が存在する。土師器X40は 半球形の形態を呈 し内外ヘ ラミガキの後内面に黒色処理 を

行い、甕は長胴形 となるもので大きく外反する口縁部を有する。壼はヘ ラミガキを行 い、内面黒色

処理がなされる。須恵器蓋はつまみの形態か らみて、内面に返 りをもつものであろう。42・43・44

は古墳時代前期に遡 ると考えられるもので、44はS字 状口縁台付甕である。外面の横位羽状のハケ

目調整および肩部の横位ハケ目、S字 状の口縁部形態を特徴 とする。

溝趾(50～54)

土師器杯 ・甕、須恵器短頸壺が出土 している。51は 外面わずかに稜を有 している。須恵器短頸壺

は50の 様な形態の他、54は 小形で球形の体部 を有 している。

その他の遣構 ・検出面(55～80)

竪穴状遺構1よ り50の ミニチュア土器が、土f1よ り土師器甕56が 出土 している他、検出面 より

図示可能なものが多 く得られている。65は 縄文時代晩期の台付土器 と考えられる。59・60・62・63・

64・74・80は 古墳時代前期に帰属 し、壺(60・80)、 甕(63・64)、 台付甕(59・74)、 高杯(62)が

存在する。60は 「折 り返 し口縁」の壺、74はS字 状口縁台付甕である。62は 外面縦位 に入念なヘ ラ

ミガキが施 され,る。80は 底面中央が上げ底にな り、接地面が輪状 となるものである。57・58・61・

66～73・76～79は 古墳時代後期に概ね比定 される。土師器杯(69・70・72)・ 高杯(68・73)・ 壷(77)・

甕(75)、 須恵器蓋(57・58・66・67・79)・ 杯(61)・ 境(71・78)等 の器種がある。土師器壺は大

形品で、須恵器蓋は内面に返 りを有す る66・67・79と端部の折れる57の2者 が存在、須恵器i宛は口縁

部外面に2条 の沈線 を施す点が特徴的である。

最後に各遺構 出土土器の年代について触れてお く。4～6住 は多少の混入品が認め られるものの、

概ね古墳時代後期末の様相 と捉えられ る。1住 はやや下 り奈良時代前半、2・3住 は平安時代後期

に位置付け られよう。

2)陶 磁器

本趾出土の陶磁器は、20点 であるが、図示 したものは16点 である。いずれ も近代の陶磁器 である。

6～8は 碗 で、8は 笹の葉の染付碗で紺青のゴスを使 っている。 口縁内の文様帯は8mm幅 の輪郭内

に粗いタッチで3本 つつの横線をめ ぐらしている。器形は口縁がやや広がる。瀬戸美濃系である。

7は 摺絵の浅 目の碗 で、外形は栗粒状 と松葉状の文様がびっしり埋 まり、内面口縁の文様帯には葡

萄状文を摺ってある。瀬戸美濃系である。6も 摺絵の碗で瓦 と花の文様で、口縁には蔓草文がめ ぐ

っている。素地 ・粕 とも白色で、器形は盃 とも言えるものであるが、煎:茶茶碗 と見たい。5・10・

11・12は 盃 である。5は 摺絵の盃で円 くまとめた花文を三対に配 している。高台は蛇の目高台であ
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る。粕はやや くすんだ薄青色である。瀬戸美濃系である。11は 白色の浅い盃で、見込には中央に『東

京、越後、銘酒』の墨書があり、右に細 く 『黍本新早』 と朱書きがあ り、左には印面風に 『○林○

店』 らしい字 と文様が金色で書かれている。10は11と 同様でこの方がやや薄手である。見込みには

中央に亀の絵 とその下に 『浪』 とあ り、亀浪 と読 ませ、右には松葉で囲んで 『銘酒』 とあ り、左に

は 『亀 田屋』その下に朱印がある。高台脇にか ぎ状文があるのは11と 同じである。高台内には 『山

ツ』 と読むのか銘が書かれている。亀田屋は島立地区内にある酒造店である。12は 浅 目のもので摺

絵の波文に何箇所かの円文があるらしい。見込みには薄 く痕跡をとどめる程度ではあるがはっきり

と 『島立役場』 と書かれている。高台の幅が広 く高台内は深 くえぐり取ってある。これ らの盃の産

地は多治見方面か と思われる。14は 土瓶の底部である。底は上げ底で火にかかったため茶褐色を呈

している。素地は薄黄 白色である。内面に白色粕がかか り、それを拭 きとったかのようにロクロ目

が残 っている。産地不詳。4は 土瓶の蓋である。茶褐色の粕が厚 くかかる。素地は薄茶色である。

産地不詳。13は 仏飯器で外面は薄緑の粕 をかけ、その上に菊花 と唐草状文 を茶 と緑で描 いている。

瀬戸美濃系。1は 小 さい鉄粕の摺鉢 を模 した小皿である。 目は7本 で粗 くたてられてお り、底はロ

クロで巴状に削っている。素地は薄い赤茶で軽い。産地不詳。15は 五徳である。素焼 きで外面 ・底

面に削 り跡がある。脚は3本 のものであろう。素地はレンガ状に黄赤色である。16は 三筋の入った

瓶子である。粕は一部残っているが薄茶緑の自然粕で、肩上、肩に3本 つつの線、肩下に2本 の線

をめ ぐらせている。整形は粗 く特に内面は輪積み状にして作ったのか、粘土のつなぎ目がはっきり

と凸凹となってのこり、指のナデ痕や指圧痕 も残 る。器壁は厚 く素地は灰 白色である。瀬戸系の

16～17Cの ものである。3は 内外に赤彩 を施 した火鉢である。外面は桐花状の花文 と粗 い列点を一

面に捺 して、その後器面調整 をし磨 いている。口縁の一部には切 り取った窓がある。脚は低い楕円

状の塊が付 き、多分3箇 所に付 くもの と思われる。素地はやや粗 く断面中央は薄黒色、外側は茶褐色

である。産地地元産。4は 便壺である。胴部がないが推定高は90cmあ まりである。外面上部は黒褐

色で下部にゆ く程褐色になる。素地は赤褐色である。産地は地元ではないか。

出土の遺構については土彊12が7・6・10～12、 土壌4が2・3、 土壌6が4、 土墳1が1、 他は

検出面である。土墳12周 辺は明治8年 に島立村の仮設事務取扱所のあった地点であり、 同12年 に戸

長役場が現出張所東側に設け られているので、この間に使用 された什器であろう。 となると陶磁器

の生産年代 もほぼ同時期 と考えられる。
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第1号 住 居趾

第2号 住 居趾

第19図 土 器(1)
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第3号 住居 趾

第4号 住居 趾

第5号 住 居 趾

第20図'土 器(2)
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第6号 住 居趾

第21図 土 器(3)
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その他 の遣構

1地 区検 出面

第22図 土器(4)
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2地 区検 出面

第23図 土 器(5)
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第24図 陶 磁 器(1)
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検 出面

第25図 陶磁 器(2)
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第26図 陶磁 器(3)
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石器 ・土製品一覧表

No. 品名 出土地 長 さ(mm)
最大 巾径(

mm) 孔径(mm) 厚 さ(mm) 重量(9) 備考

1 砥石 3住 100 73 (54) (490) 漆状物質付着

2 11 2地区第1検出面 (62) 39 27 (86) 側面 に挟 り、溝あ り

3 // 排土中 (59) 27 20 (67.5)

4 土錘 6住 40 29 5 44

5 11 6住 44 19 4 17

6 11 6住 37 17 5 10.7

7 11 2地区第3検出面 43 23 6 19.4

8 11 2地区第3検出面 44 21 6 20.4

9 紡錘車 4住 85 8 38 255 裏面に文様あり

10 硯 排土中 125 61 15 (230)

11 11 土f11 (61) 61 18 38.3

12 ス ク レ ー パ ー 1地区第4検出面 18 25 6 2.6

3)石 器 ・土製品

石器は3種6点 、土製品は2種6点 である。以下器種毎 に特徴的なものを見る。

砥石は3点 である。いずれも粘土質岩で、1の使用面には赤みがかった黒色の漆のような ものが一

面に付着している。2に は側 ・縁部に小 さな挟 りと溝があり、紐 を懸け持ち歩いたもの と思われる。

土錘は中央部が少 しくびれる管状形の ものと、中央部が膨 らみ両端 を切断した紡錘形のものであ

る。前者は大形なので投網、後者は刺網用にでも用いられたものと考 える。

紡錘車は1点 である。大ぶ りで裏面には太い沈線が2条 巡っている。装飾的に付けた文様であろう。

硯は2点 が出土 している。共に粘板岩製で海部側縁(10)、 あるいは新 しい大 きな陸部のほかに海

部上縁の古い欠損を見せている(11)も のである。辰野産か。

スクレイパーは最下検出面より得 られたものである。ここからは他に縄文時代遺物は得 られず、付

近で縄文時代の遺構 を考 えるならば、南方約500mに 中期後葉の遺物 を多量に見た地点(註)がある。

註 松本市教育委員会『松本市島立南栗・北栗遺跡、高綱中学校遺跡、条理的遺;構』1985

4)鉄 器

21点 と古銭6点 を図示 したが、特に土f12を 主 として多量の現代遺物があったが、図版で紹介 し

た。1～8は 棒状のもの、9～13は 釘、14～16刀 子、他は不明のものと煙管である。1は 細長 くや

や曲がっているもので断面円形、2は 太 目のもので断面には芯が3重 になっている。3は 先端が細

くなって中間の断面は中空になっている。5は1と 似た形 をなしているが、断面は四角ばって中心

は中空になっている。6は 釘状に先端が とがっている。7は 上部に横に棒状の ものが錆着いていた

痕跡が残ってい る。8は 現代 ものか新 しい感じの もので重い。釘類 も新 しいもので、中でも10・12・

13は現代 ものである。13は 犬釘である。14は 全形の残った刀子で刃幅は3cmあ まり、厚 さは1cmあ

まりで厚手である。柄の部分の断面はほぼ楕円形である。15は 細 目の刀子でかなり錆びてお り、裏
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面は大きく空洞になっている。芯は重ね鍛造の跡がはっきりと残っている。16は 片面一杯に細い芦

状のものが着 き、断面は何回も重ねて鍛造 してあるものである。17は 鉄錺iと思われるもので、先端

部はやや扁平になり茎部は円形 を呈す る。18は 一端が環になっているもので、断面か ら見ると2本

のものを曲げてか ら1本 に したもの らしい。用途は穴に紐状のもの を通 してむしろ等 を縫 い着ける

ために用いられたのではないか。19は 小判型のもので用途不明。20は 小破片、21は 煙管の吸口部分

で1cmほ ど羅宇が残っている。古銭は皇宋通宝2、 元宝通宝、○○通宝各1、 波銭の寛永通宝1、

天保通宝1で ある。

鉄器 ・銅製品 ・古銭一覧表

No. 出土遺構 種別
寸法(mm)

重量(9) 備考
長さ 巾 厚さ

1 6号住居趾 棒状 131 5 5 12.0

2 11 不明 44 14 12 13.9

3 竪穴状遺構1 棒状 86 11 6 12.5

4 11 11 43 9 9 6.3

5 2地区遺物集中地点 11 148 7.5 5.5 16.2

6 11 11 56 7 7.5 4.7

7 11 11 37 8.5 9.5 5.0

8 検出面 11 71.5 8.5 8 21.4 現代の鉄筋か

9 土墳1 釘 47 6 6 3.9

10 土X11 11 67 9.5 4.5 5.3

11 土墳13 11 54 6.5 4 2.9

12 検出面 // 66 9.5 5.5 5.4 新 しい ものか

13 竪穴状遺構1 犬釘 96 13.5 6.5 11.0 11

14 11 刀子 258 27 9.5 116.3

15 2地区遺物集中地点 〃 124 14.5 5 20.0

16 // // 31 14.5 5 3.2 本質部付着

17 11 鉄鍛 80 8.5 6.5 6.3

18 竪穴状遺構1 不明 78 15 7.5 13.6

19 11 11 29 9 2.5 11.0

20 2地区遺物集中地点 ノノ 28.5 8.5 2 3.8

21 2号住居趾 煙管 72 11 11 16.0

22 土f12 古銭 49 32 19.0 天保通宝

23 土t10 11 直 径(mm)27 4.65 寛永通宝、波銭

24 墓趾1 n 24 2.35 皇宋通宝

25 11 11 24 2.80 不明

26 11 n 24 2.30 皇宋通宝

27 11 11 24 1.82 元豊通宝
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第27図 石 器 ・土 製 品
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第28図 鉄 器 ・銅 製 品
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第2咽 鉄器 ・銅製品 ・古銭
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第4章 ま と め

今 回の調査は隣接 した狭い2つ の地区を順次掘 り下げて行っている。 ここから境沢 を隔てた南東

150mの 所には既に報告されている北栗遺跡III(松本市文化財報告No.65)が 、又南150mに は未報告の

新 グラン ド地点があり、前者からは奈良時代中期～平安時代後期の住居趾3軒 、建物趾2棟 などが、

後者か らは古:墳時代中期 ～平安時代の住居趾7軒 、建物趾9棟 などを調査 している。今回の1・2

両地区は接 しながらも土層観察面でみると、その成立はかなり異なっていることが分かる。土質で

ある1地 区は第1検 出面に畑地への利用が見 られる。砂礫質中心の2地 区はグラン ド直下に礫層が

広がっていた為、おのずか ら第1検 出面が深 くなってしまい、以下両地区を同 じ土層毎に調査する

ことができな くなってしまった。

さて両地区とも最下層は黒色土(1地 区)、 黒褐色土(2地 区)と いう層までで、以下は試掘を行

なったが遺物 を全 く出土していない。この うち2地 区については前項の焼土趾で述べたので、ここで

1地 区の第4検 出面(真 黒色土)に ついて触れておきたい。(18図1地 区 トレンチ)こ こは1地

区東部で、第3検 出面 を剥 ぎ、第4検 出面に重機 を入れた ところ古:墳時代前期の台付甕、高杯など

の出土を見た。精査 したが検 出面は真黒で、東西10m程 に広がる。遺物は2×3m程 の範囲より多く

出るが、すべて小片である。ここの土色は2地 区の黒褐色よりも黒 く、 トレンチを入れて土層を観

察するが、遺物は1層 上部 より5cm程 の中にとどまり、土器片の他には焼土、石等 も全 く見当たら

ない。2地 区同様に土は真黒い土から下部へ行 くにつれ、徐々に黄色味を増すのみである。遺物総

量は、天箱半分量 と多いものではないが、この包含層 と2地 区に検出 した焼土 と合わせて、古墳時

代前期の遺構の存在は確実 なものである。なお、上記北栗遺跡では、S字 状 口縁が数点、新 グラン

ド地点に も同様土層の存在 をつかんでお り、当地から沙田神社南際一帯が予想する集落の範囲であ

り、 この時期の遺構の存在は島立にとっては特記すべ き事項である。

又、2地 区の=溝1に 見 る古墳:時代以降の大規模な流水 とその後の広い洪水?は 、この地形下方に

所在する沙田神社の成立に深 く関わってこよう。

遺構検出と床面(6住 は掘込)
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三の宮 調査開始 1地 区 掘 り込作業

2地 区 掘 り下げ 1住

1住 カ マ ドイ・」近 1住 カマ ド残跡

図版1



1・2住 2住

2住 カマ ド 2住

3イ1 3住

図版2



3イ主 遺物出土 4住

4住 カマ ド

5住

6住 6住 カマ ド

図版3



7住 竪1

竪1 十 ナ貰1

土堀2 土城3

図版4



土 握10

土 協2・3

土 棚11
土 墳8・9

土 臓12 土 彊12

図版5



土 墳13 土 樋14

墓趾1 2地 区 遺物集中

2地 区 満・1 2地1メ 渦1と 焼 十 ⊥止

図版6



1地 区6住 北(古 前)検 出中 2地 区4検 検出中

1地 区2検 調査終了 2地 区2検 調査終了

1上也区q也 力・ら) 島立小 見学

図版7



図版8



図版9



鉄器

図版10
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